
平成 29 年 2 月 20 日 
平成 28 年度  
第 1 回アドミッション・スペシャリスト能力開発研修会（パイロット事業）について 
 

                    九州大学 基幹教育院 
次世代型大学教育開発センター 

（協力）大学入試センター 
 
１．はじめに 
 
 現在、各大学において多面的・総合的な評価入試を主な内容とした入試改革の計画立案
が進行しています。しかし、この多面的・総合的な評価入試において判定を行うには、高
大接続領域全般に関わる知識・スキル・コンピテンシーが必要とされるにもかかわらず、
我が国では、経歴・職歴や専門実務領域、専門研究領域への高い依存性により個人の力量
において業務が遂行されているという現状です。また、その原因の一つとして、他の領域
の能力開発をする機会がほとんどないというのが挙げられます。 
今回の入試改革では、新たな入学者選抜方法、学力評価方法の開発、評価方法に関する

専門人材の育成と教員の評価力向上等に関する具体的な検討が、高大接続答申をはじめ高
大接続システム会議等で求められています。現在の高校までの教育成果を評価して大学教
育へ移行できるかどうかを質・量の両面で対応して判定するには、高大接続領域の全般的
な知識・スキル・コンピテンシーを持つ専門性の高い人材開発が必要になります。 
 そこで、このたび本学では、平成 28 年度に採択された教育関係共同利用拠点事業「次世
代型大学教育開発拠点」(九州大学)において、アドミッション・スペシャリストの能力開発
の研修講座を試行実施いたします。第 1回目は、アドミッションに関する必須の知識獲得
をはじめデータ分析手法等のビギナー編の一部を扱います。次回以降、能力開発カリキュ
ラムに則ったコースを提供し、アドミッション・スペシャリストを目指す業務従事者を対
象に全ての能力開発カリキュラムの受講を推奨し、修了者にはサーティフィケートにより
確かな業務遂行能力の獲得を認証する仕組みを構築する計画を進めています。 
 今後、このようなカリキュラムに則って体系的に学べる機会を創出しますので、多くの
方にご参加いただき、アドミッションにおける必要不可欠な人材育成にご協力いただけれ
ばと思います。 
 
２．主催・協力 
主催：九州大学 基幹教育院 次世代型大学教育開発センター 
協力：大学入試センター 
 



３．日時・会場 
平成２９年３月２２日（水） 13:00～18:10 
平成２９年３月２３日（木） 10:30～14:30 
九州大学伊都キャンパス センター３号館３１０５・３１０６（1F） 
https://www.kyushu-u.ac.jp/f/28564/ito_jp.pdf 
（〒819-0395 福岡市西区元岡 744） 
 
４．開講コースと対象者 
＜ビギナー編（初級）＞ 
 大学教職員・高校教職員の方を対象とします。特に、新規採用されたアドミッション（入
試）業務従事者、大学入学者選抜業務を担当する学部教員や入試関連委員会委員、入試課
でアドミッション（入試）業務に従事されている事務職員の方。すでにアドミッション業
務の経験はあるが、アドミッション・スペシャリストを目指している方、および、今後、
アドミッション・スペシャリストを目指したい方の参加をお待ちしております。 
 
５．定員と受講料 
両日とも定員４０名とします。受講料は徴収しません。 
（拠点事業経費によるため） 
 
６．アドミッション・スペシャリスト能力開発研修会の内容とスケジュール 
目的 
本研修では、アドミッション業務担当者が、まずはじめに獲得しておきたいアドミッショ
ン領域の知識やスキルを修得し、翌日から実践できるようになることを目的としています。 
進め方 
知識・スキルの講義を行いながら、個人・グループでのワーク等を取り入れながら進めま
す。 
 
タイムテーブル 
平成 29 年 3 月 22 日（水） 

時限 科目 担当 内容 
13:00-14:30 講義 1 

[制度政策] 
アドミッション・オフィサ
ー入門 

佐賀大学 
西郡 大 

アドミッション・オフィ
サーとして仕事をする
際に、必ず知っておかな
ければならない基礎知
識について整理し解説
する 



14:50-16:20 講義 2 
[制度政策] 
高大接続概論 

京都工芸繊維大
学 
山本以和子 

高大接続領域の知識の
整理と「高大接続」に関
する理論や学説につい
て解説する 

16:40-18:10 講義 3 
[統計・テスト理論] 
初級統計学－Excel でやっ
てみる入試データ分析入
門- 

九州大学 
井隼経子 
佐藤喜一 
 

入試データ分析に必要
な統計知識について、
Excel の操作を通して、
初めて統計学を学ぶ人
を対象にわかりやすく
解説する 

 
平成 29 年 3 月 23 日（木） 
時限 科目 担当 内容 
10:30－12:00 講義 4 

[評価技法] 
総合的・多面的な評価の理
論と実践 

九州大学 
木村拓也 
 

総合的・多面的な評価に
ついてテスト理論や実例
に基づき解説する 

13:00－14:30 講義 5 
[社会的責務] 
大学入試における障害学
生支援̶合理的配慮の考
え方と支援の実態 

大学入試センタ
ー 
立脇洋介 

大学における障害学生支
援について、合理的配慮
の考え方や支援の変遷・
実態について解説する。 

 
７．申し込みの方法 
以下の情報をご記入のうえ、「入試研修参加希望」という件名で、下記アドレスまでご連
絡ください。 
 
（1）氏名（2）所属機関・部署（3）役職（4）参加動機（簡単に） 
（5）その他（一部の講義のみ聴講を希望される方は、その旨、お伝えください。） 
 
kyoten★artsci.kyushu-u.ac.jp（メールアドレスの★を@に変えてください） 
 
【申し込み期間】 
2017.2.20 (月) - 2017.3.14 (火)  
※定員に達し次第,受付を停止します。 
 



８．参加者へのお願い 
・パイロット事業のため、アドミッション・スペシャリスト能力開発研修会について詳細
なアンケートを実施する予定です。ご協力をよろしくお願いします。 
・テキストは原則的に電子配布とし、当日の 配布はいたしません。予習時間を踏まえ、3
月 15 日午前 0時にWEB サイト（アドレスは、申込者のメールに通知します。）にアップ
します。紙媒体の方が受講しやすい方は印刷してご持参ください。 
・統計ソフトによる実習を行うため、Excel がインストールされている PC を持参ください。 
 
９．開催について 
 このセミナーの開催には、文部科学省による教育関係共同利用拠点「大学の教職員の組
織的な研修等の実施機関」における「次世代型大学教育開発拠点」(九州大学、平成 28～30
年度) の採択を受け、実施されるものです。 
 
10．問い合わせ先 
 
担当：基幹教育院 次世代型大学教育開発センター 
電話：092-802-5831 
Mail：kyoten★artsci.kyushu-u.ac.jp 
※メールアドレスの★を@に変更してください。 
 
11．その他 
・今後、下記ルーブリックに基づき、ビギナー編（初級）、キャリア編（中級）、エキス
パート編（上級）を順次開講します。 

分類 Level 達成目標 

制度・政策 
初級 

日本における大学入試に関わる制度や政策に関する基本事項を
理解できる。 

中級 
国外の大学入試に関わる制度や政策の特徴を理解し，日本の制度
と比較して理解できる。 

社会責務・ 
倫理 

初級 
アドミッション・オフィサーとしての社会的責務や倫理に関する
基本事項を理解し，実践することができる。 

高校生・ 
高校教育 

初級 中等教育の仕組みや高校生の基本的な行動を理解できる。 

中級 
高等学校のカリキュラムや高校生の進路選択の傾向について理
解できる。 

上級 
高等学校の進路指導の考え方や特徴を理解し，高校生の進路選択
や受験行動を考察することができる。 



分類 Level 達成目標 

大学生・ 
教育 

初級 高等教育の仕組みや大学生の実態を理解する。 

中級 
中等教育と高等教育の教育的な接続についての意義や課題点を
理解できる。 

統計・ 
テスト理論 

初級 統計やテスト理論に関する基本的な事項を理解できる。 
中級 分析ソフトを利用して統計的な処理や分析結果の解釈ができる。 

上級 
多変量解析や項目反応理論など高度な統計手法を用いたデータ
の分析ができる。 

評価技法 

初級 
大学入試における基本的な評価技法の特徴を理解し，実際の適用
場面を想定できる。 

中級 各評価技法の効果検証に関する方法を理解し，実践できる。 

上級 
複数の評価技法を組み合わせて多面的な評価を行うための具体
的な提案できる。 

追跡調査法 

初級 追跡調査の意義と基本的な考え方を理解できる。 
中級 追跡調査の基本的な技法の理解と実践ができる。 

上級 
具体的な事例に対して，最適な追跡調査を選択し，分析結果の解
釈と具体的な提案ができる。 

社会調査法 

初級 社会調査の基本的な技法を理解することができる。 

中級 
質問紙調査や聞き取り調査などの具体的な技法を活用すること
ができる。 

上級 
調査によって得られたデータを分析し，報告書としてまとめるこ
とができる。 

コミュニ 
ケーション 

初級 アドミッション業務において重要なコミュニケーション場面を
想定することができる。 

中級 アドミッション業務の各場面において，適切なコミュニケーショ
ンを行うことができる。 

上級 広報活動において，相手を惹きつけることができるような魅力的
なコミュニケーションを展開できる。 

入試企画 初級 企画立案のために必要な情報を収集し，課題点を整理することが
できる。 

中級 整理した情報をもとに，具体案を策定することができる。 
上級 策定案を実現するために必要な体制を整えたり，建設的な議論を

展開できるような提案ができる。 



分類 Level 達成目標 
入試戦略・マー
ケティング企画 

初級 戦略策定のために必要な情報を収集し，課題点を整理することが
できる。 

中級 整理した情報をもとに，具体案を策定することができる。 
上級 策定案を実現するために必要な体制を整えたり，建設的な議論を

展開できるような提案ができる。 
高大連携・高大
移行企画 

初級 高大連携活動の目的や種類，その特徴を理解できる。 
中級 高大連携活動プログラムの具体的な企画ができる。 
上級 高大連携・移行に関する企画を実現するために必要な体制を整え

たり，建設的な議論を展開できるような提案ができる。 
グローバル戦略 初級 海外からの学生獲得に関する基本的な仕組みを理解できる。 

中級 大学におけるグローバル戦略の事例を知っている。 
 
・今回のパイロット版の実施を踏まえ、平成 29 年度には本実施を予定しています。 
 
・本研修会は、以下のスタッフにより企画・運営が行われております。 
 九州大学 次世代型教育開発センター 
  運営委員 九州大学 人間環境学研究院 准教授 木村拓也（責任者） 
  運営委員 佐賀大学 アドミッションセンター 教授 西郡大   
  運営委員 京都工芸繊維大学 アドミッションセンター 准教授 山本以和子 


